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"『老乞大』・『朴通事』の言語"

国際シンポジウム参加報告

1.はじめに

表題の会議は小凶語では「"《老乞大》、《朴通芋》"国1尓学木研付会」といい,

2010 午6打 12Π・ B 日に中国社会科学院語吾'研究所と漸江大学■斯許史研究小

心の典催により中巨階雅〔省杭州市桐虜にて開催された。

『老乞大』と『朴通*●というのは朝鮮において高麗時代(小国では元代に棚

当する, 14・世紀頃)から使われていた口語小岡訂誇郷斗書であり,日本では戦前

から一貫して中国語史・朝鮮ネH史の重要資料として価究され続けてきた。

その基礎資料・としては当初は京城帝国大学奎ホ閣叢轡第9(19U年)『老乞火

諺剛、(1670年)および第8 U943 午)『朴通班諺解』 a677年)が使われてぃた

が,戦後に韓回でより古い 16 世紀初頸の崔世珍の諺解によるいわゆる『釧訳老

乞大』 1オ下および町傭沢朴通小■ 1オゞ発見され影印本も韓倒で刊行された。

吏に11寺代の下る『老乞大新羽U (1761年),『重刊老乞大』(1795年)『朴通Ⅲ新

釈』 a765年)などは長らく影印本が出されておらず,かえって研窕が遅れてぃ

た。そこに 1998年になり帷圃で『(1Π本)老乞大』が発見され,2000年に韓称ト

中囲で影印木が刊行されるに老って,俄に『老・本ト』研究熱力削呪港することと

なった。旧本においては,元代(1271年一B68 午)の「漢児、言語」と呼ぱれる

アルタイ系言語の色彩を濃炉1こ帯びた口語中圃語があらわに反映されており,

文学作遍.や歴史、古や刑吏の予になる修辞の加_にを経た轡き言葉からは矧按的に

しか分からない三語特徴がかなりストレートに出ているものと見られる。ただ

し,この「漢児片語」の竹女1については靜爺命の焦点となっており今川の会介

藤光暁
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でも繰り返し話題に上った。

外国人のための会話教科書という性質から,本国資料には現れにくい生き生

きとした口語を反映しているという特徴のほか,『老乞大』はもうーつたぐい稀

な特質を持ってぃる。それは朝a羊1辱代になって訳官を養成するための入門教科

書として数百年に渡って使用され続け,時代の変遷に応じて言語特徴が変わっ

てぃくたびに改訂が行われ,全く同じ内容について一字一句のレベルで逐一対

応した4種類のテキストが得られる,という点である。即ち,旧本一翻訳D-

新釈一重刊において,14世紀一15世紀末一18世紀中葉一18世紀末といった異

なる時代の口語中国語の変容ぶりを伺一内容について観察することができるの

である。もちろん,基づいた方言的特色や文体的特色が必ずしも同一ではない

ので,その異同を直ちに一直線の歴史的変化と見立てることには慎重であらね

ぱならないが,相当まとまった分量にっいて同一文型・同一語の厳密な比較資

料・が与えられているのは,他の諸言語の資制,を見渡しても聖書や仏典などの聖

典の諸時代・諸言語の翻訳を除いてはまず考えられない好条件である。

朝鮮時代の諸版はそれに加えてハングルによる精密な注音と朝鮮語訳もっい

てぃて,中国語音韻史と朝鮮語史の貴重な資利・ともなっている。

今回の会議は主な企画老が元代の白話碑文を中国語のみならず蒙古語とも比

較しっつ系統的に研究している祖生利氏であると見られ,テーマの中心は元代

中国語を反映する旧本老乞大であると誰しも受け取った如くである。かく申す

私も主としてその興味から特に参加申し込みをし,そして研究発表を行った。

以下ではその概略を報告する。

経済研究第3 号

2.プログラムと主だった傾向

下に掲げるスケジュールは当日配られた日程表に基づいて記したものだが,

時間はかなり大幅の変動があり,また題目も当日配布されたハンドアウトやパ

D いわゆる『翻訳老乞大』の漢文部分は諺解本もほぼそのまま踏襲しており,また崔
世珍が拠った漢文本文は 15世紀末の「新本」であり,ほとんど修正を加えずに底本
としてぃるものと見られる。
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ワーポイントではやや與なる人もいた。

61」 12日

8:00-8:15 曹広順(中巨1社会科学院語言研究所),開幕の辞

午前第ーセッション

8:35-&55 Alam peⅥ飢山e(フランス社会科学高箸拓牙究院東アジア言i吾研究所)・

林微,「老乞大の量詞」

8:55-9:15 曹広順,「『老乞大』の「、ヒ」と「行」の使用からの話題提起」

915一動35 汪維輝(漸江大学),庁老乞大諺仰h 『朴通事諺解』と『訓世評話』

の語粂差異一あわせて『老諺』『朴諺』の言語・的性質を論ずる」

9:35-10:05 盲寸i命

第ニセッション

1025-1仕45 述藤光暁(青山学院大学),「『老朴集覧』に見える『旧木朴通事』

とその基礎方言」

10:45一Ⅱ:05 王雲路(漸江大学),「『老乞大』および『集覧』語粂剥編三」

11:05-11:25 言寸i倫

午後第ーセッション

之00-2之0 竹越孝(神戸市外国語大学),「新発見の朝鮮時代漢語教科書『象院

題話』の吾語的性質」

220一之40 沈力(同志社大学)「「時」の文法化の潮の満ち干きモデルー『老乞

大』資制・を中心として」

之40-3心0 方一新(井扉工大学),庁元言語辞典』補足一『原本老乞大』を例とし

て」

3:00-3:30 予妬兪

第ニセッション

"『老乞大』・『朴通小」の言、治"住1際シンポジウム参加桜告

&50-4:10 舩田善之(九州大学0,「古本『老乞大』と蒙文直訳体」

4:10-430 趙長才(中国社会科学院語言研究所),「古本『老乞大』の疑問文」

4:30-4:50 陳輝(漸江大学),「『老乞大諺解』と『無罪獲勝』の比較研究」

4:50-5:20 討'i倫
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午前第ーセッシヨン

&00-&20 楊永龍(中匡1社会科学院語三何仔勘折),「、占本『老乞大』の「去VP」

と「VP去上

&20-&40 遇笑容(カリフォルニア大学サンタバーバラ校),「対比分析から見

た古本『老乞大』の吾、語」

8:40-9氾0 張瀬(北京語言大学),「三種類の元代語料における処置式」

9:00一動20 夏屍q毎q心英大学り,「「落俳捌山ぢ滿し

9:20-9:50 予怜兪

第ニセッション

10泛0一川40 祖生利(判司社会科学院研言研究所),「古本『老乞大』の言語的

性質」

経済研究第3・号

10:40一Ⅱ:00

Ⅱ:00-11:15

討論は実際にはーつの発表ごとに行われ,初Hの午前中は時問制限があるこ

とを皆が意識していたので,おおむね30分に収まったが,今回は司会を別に立

てず,発表者力斗上切るという方式であったこともあって,後に打くほど時問が

大1偏に超過し,かつそれをコントロールする人がいなかった,という問題が存

在した。

主催者の曹広順氏の冒頭の挨拶によると,国際中国語学会など分科会が多く

並行して行われる大規模な研究染会を多く経'験してみると,テーマを絞り込ん

で少人数で集まることの玉要性を認識するに至り,人数を20名ほどに限定し,

ホテルに全員缶詰になって集中的に行う会合を企両したということであった。

司会を立てないのもーつの試みで,自由な討'論を重視するという利点はあった。

曹氏はまた,『老朴』だけがテーマの国際会議を開く日が来ようとは昔は思っ

てもみなかった,とも言っていて,私も全く同感であった。'思えぱ中国の研究

者としては文革前の朱徳煕・胡明揚といった先駆者を除くと,19器年に北京大

1寸i兪

方一新,売吉びの言菜
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学で半年行われたコーネル大学の栃椡.島嘩教授の講義において『老朴』の亜づ奥性

を強誹1されて研窕に蓋手したのがほとんど第一世代であり,更に多くは今世紀

になってからⅢ本老乞火の発見後に参入した名である。また今川は韓岡の研究

名も誘ったが参加がなかった旨述べられた。突際には漸江大学に詔学中の院生

の金相圭君の顔があったのだが,韓国では中同語学者はあまり『老朴』を研究

しておらず,韓回語学者は非常に多く研究をなしてはいるものの,それは1"砧

学的な面と朝鮮語罰"ナが主であるため,問題愆識が重なりにくかったものと思

われる。また京都大学の金文京教授と沽華大学の張美蘭教授は出1括はしなかっ

たが,それぞれ「漢児言語老」と庁朴通班新'釈』中南方語曾成分初探」を提出

し,壬マ」昜で配布された。

発表者のうち,ペイローブ教授はかつてフランス社会科学ず,1等研究院東アジ

ア言語研究所の所長をしておられ,私が19兜年にフランスで在夕冊J「究した際に

は受け入れ先になっていただき,それ以来の再会であった。現在ではフランス

国立科学研究院(CNRS)の副院長という要職に就いておられ,今回も折から開

催中の上海万博のヨーロッパ館での学術行事の使節の一貝として訪中された由

であった。パワーポイントによるプレゼンテーションであったが,内容的には

竹越孝氏が同ーテーマで書いておられる論文を見ずに価究したもののようであっ

た。他の発表もフルペーパーは"上ほせず,パワーポイントないしワードを見せ

て話をするというスタイルが多かった。

今回特に注目されたのは,竹越孝氏による『老乞大四胞L という同一内容ご

とに四行ずつ比收して配列した電子テキストを使用している研究者が多いこと

で,開発者の竹越氏自身も驚いておられた。かく申すH本勢も20叫年から牙U女

外国語大学朝鮮語科で伊藤英人氏・竹越ネ氏・私のほか数名の中堅若乎の研窕

者および院生で小さな読書会を続けていたが,そこでも『老朴集覧』でΥ・主釈さ

れている語をーつーつ『老乞大四種』に基づいて全用例の杉途寸を行い,数多く

の研究が牛まれる源泉となっていた。竹越氏がオープンソースのぢえに沿って

求めがあれぱWf究者にどんどん提供していたのが,国際的にも流通して高く評

価されることにつながったことになる。

'中老乞人』・ 9朴迎'1i'の'了'吾"1_q1祭シンポジウム参加繊告
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全般的に言うと,このシンポジウムに参加することがきっかけで『老乞大』

の何f究を行ってみたという発表者が多かったが,従前から元代の他の資料をじっ

くりと手がけていた祖生利氏や張頻氏などの発表がやはり傾聴に値するように

思われた。その,やで,2005年に『朝鮮時代漢語教科書叢刊』全四冊(北京,中

華書局)を田行して,中国本士ではじめて系統的に『老乞大』などの朝鮮資料

の1新是資料・を礎供した汪維輝教授の研究発表はさすがに安定したものであった。

シンポジウムの最後の結びの言葉で,方一新教授は今回の会議の特徴を概括

して「小型・集中・自助」の6文字にまとめられた。 20名あまりの参加者全員

が同じホテルに泊まりこんで,二日間とも朝8時から発表・討議に専念したこ

とは確かに目覚しいことであった。また,テーマもよく絞り込まれており,『老

乞大』『朴通事』の諸版本の中でも特に元代に焦点が当てられていた。

中国の学会では発表・討、論のほかにエクスカーションもたいてい組み込まれ

ており,今回も二日目の午後は全員で富春江の舟遊びに行った。これも実は学

術的に極めて意ヨ謝朶いことであり,そうした場で人問関係を広げることがその

先の研究活動の展開に大きく利いてくることになる。私も商務印書館の若い編

集者である何瑛さんとその機会に知り合いになることができた。商務印習喰官と

いうのは中国一・二の学術出版をしている出版社で,中国では一流出版社の編

集者は大学教授・准教授・助教と並び立つ地位をりえられており,博士号保持

者が何十人となくいる。何瑛さんも近代漢語の分野で博士号を取得して,この

分野の編集に従事している。中国ではどんどん大規模の純粋学術的出版が推進

されているが,このような態勢がその重要な背景としてある。

経済研究第3号

3.最近の研究動向と将来の展望

さて,『老乞大』『朴通事』に代表される朝゛羊資料・による中国語史研究は近年

ますます興隆を見ており,数ケ月に一回の勢いで有益な国際的な研究集会が開

かれるようになった。私どももその一翼を担っており,2005年3月に厳翼相教

授らとともに第一回韓日中国語学国際会議をソウルの漢陽大学にて開催し,第

二回は2007年6河に青山学院大学相杉り京キャンパス,第三回は2009年9月に
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中国山東省威海の山東大学威海分校でそれぞれ行なってきた。その正規の論文

集も私と厳教授との編で韓国・学古房から 20価年,2008年,2010年に刊行し

た。第4回は2011年4月に台湾高雄中山大学で開催する予定にしている。

上で記した2004年から東京外国語大学朝鮮語科で行っていた『老朴穿辻乞』 読

書会は 10名くらいの参加者で四季折々に 1回ずつくらい行う細々としたもので

あったが,'0国語史と朝鮮語史の専門家が共同で行う研究会としてユニークな

ものであった。韓国の鄭丞恵先生がイ1汐仰升究で東京におられたときにも参加し

ていただき,2008年7阿にはより系統的な司訳院四学の総合的研究に関する会

合を青山学院大学で開催した。それが機縁となって,翌年には韓国で「訳学腎

学会」が正式に成立し,2009年9月に全州の又石大学で第一回大会が開かれ,

2010年8月にはソウルの高麗大学で第二回大会が開かれ,学会誌『訳学と訳学

書』創刊号も刊行された。また第一回大会にあわせて日韓の研究者で恊力して

『訳学書文献目録』も編んで,2009年9 打に刊行した(ソウル,博文社)。

訳学書学会第一回大会では鮮文大学校中韓翻訳文献研究所所長の朴在淵先生

と知り合う機会があり,艇K 問に大いに意気投合して翌年に「清代民国時期i英

語国際シンポジウム」を同校で開催することとし,2010年5月に4日問の会期

に渡る会議を行った。その論文集と文献目録も韓国で正式に刊行すべく準備が

進行中である。

話は前後するが,前記の汪維輝教授も2008年12月に来日し,『老朴染覧』読

書会に参加された。そのときは研究会も含めて三日闇に渡り接待し,東京大学

文学部小倉文庫にも案内して未公刊の彰M羊資料を紹介した。それが機縁となっ

て,汪教授,私,朴在淵教授,竹越孝氏とで畔朋鮮時代漢語教科譜江桟刊』の続

編を刊行することとなり,数ケ打後には中国で刊行される運ぴとなっている 0

研究集会の開催と学術書の刊行を日中韓台の東アジア地域の研究者で心隣き

なくΠ進月歩の勢いで展開できる喝イtとなっていることは誠に幸せなことであ

る。

"『老乞大』・『朴通*●の吾'謡"国1祭シンポシウム参加帳告
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"老乞大、外通、1色元宏"岡靈,ぽ人冴村々'全件パ志分子{

経済研究第3号

同国際会議準備委員会から提供された写真,前列左から方新・沈力・汪維卸・
王雲路・ Alajnpeymube・曹広順・遇笑容・遠藤光暁・竹越孝・舩田善之,後列
左から5人目祖生利

附記本報告は青山学院大学経済研究所2010年度研究助成による研究成果のー
部である


